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論 文 内 容 の 要 旨 

 

 室温から体温に加温すると温度に応答してゾルからゲル状態へと変化する生分解性ポリ

マーは，インジェクタブルポリマー（IP）としての医療応用が期待されている。論文提出

者は、生分解性 IP として親水性のポリエチレングリコール（PEG）と疎水性の脂肪族ポリ

エステルからなるブロック共重合体をベースとして、その化学修飾や添加物の添加，合成

したポリマー同士の混合という簡便な手法で，以下のように，従来の IP の問題点を解決す

る手法を見出した。1)添加剤として PEG を加えることによる，即時溶解性の向上を達成し

た。2)両末端に正および負に帯電する荷電基を導入したポリマーを混合し，その比率を変

えることによるゲル化 pH 領域の制御に成功した。3)末端に反応性スクシンイミド基を導

入したポリマーのミセル溶液とポリアミンであるポリリシン溶液とを混合することにより，

温度上昇時に共有結合を形成し，湿潤状態で長期間ゲル状態を維持することに成功した。

4)末端にアクリル基を導入したポリマーのミセル溶液と，ポリチオールを内包したポリマ

ーミセルとを混合することにより，温度上昇時に共有結合を形成し，湿潤状態でのゲル状

態の長期間維持と分解時間の制御に成功した 

 

 

 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 

 従来の IP の臨床応用上の重大な問題点を，新しいポリマーを合成することに加えて，添

加物や架橋剤を混合したり，合成したポリマー同士を混合したりするという簡便かつ画期

的な手法により達成したことは学問的にも実用面でも非常に意義は高いものと認められる。



特に，混合系におけるゲル化や共有結合形成のメカニズムの解明にも焦点を当てて掘り下

げた実験と考察を行っている点で本論文は優れている。  

 

 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 

 


